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近年, P2Pネットワーク, ソーシャルネットワーク

などの大規模分散ネットワークなどがインターネッ

トにおけるコミュニケーションの新しい形として注

目を集めている. 大規模分散ネットワークにおいて重

要な基本問題の一つとして資源発見問題がある. 資

源発見問題はシステムに参加しているノードの ID

値を全ノードが収集する問題として定義される. あ

るノードが別のノードの IDを保有することをオー

バーレイネットワークにおける論理リンクを生成す

ると解釈した場合, この問題は全ノード上で完全グ

ラフオーバーレイネットワークを構成する問題とみ

なすことができる.

本研究では, 従来の資源発見問題を拡張したトピッ

ク別資源発見問題を提案しその効率的な解放の検討

を行う. トピック別資源探索問題では, 各ノードがト

ピックと呼ばれる自身の嗜好を示す情報を保有して

いる．より形式的には，ノード集合を V，全てのト

ピック集合を Tとしたとき，ノードの嗜好を表す関

数 Int : V → 2T が定義されているものとする．ト

ピック別資源探索問題は，任意の t ∈ T について，

t ∈ Int(v)であるような頂点 vすべてからなる集合

により誘導されるネットワークのトポロジがクリー

クとなるように オーバレイを構成する問題と定義さ

れる．

　トピック別リソース発見問題を解くナイーブな手

法として考えられるものは, 各トピックについて従

来のリソース発見の手法を並列に動作させることで

ある. しかしながら, このアプローチは以下にあげる

問題が生じる.

• １つ目は, 帯域幅の問題である. これは, トピッ

クごとに各ノードがリソース発見のプロセスを

実行するため, トピックの種類の数だけ各ノー

ドはネットワークで通信を行う情報が増えてし

まう. このことにより, システムに参加するノー

ドが増えるにつれてトピック数だけ通信を行う

回数が増えることになり, スケーラビリティの

点で問題が生じる．

• ２つ目に, 同じトピックのグループが複数の部

分的なグループに分断される可能性があること

である. これはトピックごとに従来の手法を適

用するとき，, 同じトピックを持つノード対の

距離が 3-hop以上である場合はそのノード対に

エッジが追加されないため, 同じトピックであ

りながら別のグループに所属してしまうことに

なる.

本研究では，単位時間の通信帯がO(log n)ビット

(ｎはノードの総数)に制限されたモデル上で，上記

の問題を解決したトピック別資源探索問題のための

新しいアルゴリズムの実現可能性について検討する．

検討に際して，資源発見問題における既存のゴシッ

プに基づくアルゴリズム [1]に注目する．このアル

ゴリズムは各時刻においてランダムに自身が保有す

る IDを隣接ノードに伝えることで資源発見問題を

解く単純なアルゴリズムである．本研究では，この

アルゴリズムに適用するために，どのような改変が

必要かを検討し，アルゴリズム設計の道筋を明らか

にすることを目指す．

前述のアルゴリズムに基づく，本研究のトピック

別資源発見問題を解くアルゴリズムを以下に挙げる.

まず, 各ノードは, ID・トピック・生存時間 (カウ

ンタ)からなる情報をリストに持つ. 初期状態とし

て, 自身の ID・トピックの情報をリストに持つ.
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• 情報を送るノードは, 各ラウンドでリストから

ランダムに ID・トピック・生存時間の情報を一

つ選択し, ランダムに選択した隣接ノードに配

布する. その後, 送った情報はリストから削除

する (自身のトピックに関する情報は残す).

• 情報を受け取ったノードは, 自身の持っている

トピックと一致する場合, エッジを追加する. そ

の後, カウンタを一つ下げてリストに追加する.

その時に, 残り生存時間が”0”になった場合は,

削除する.上記以外の場合は, リストにその情報

を追加する (カウンタを一つ下げる). これも同

様にカウンタが”0”になる場合は削除.

このアルゴリズムの主な狙いとしては,生存時間だけ

離れたノードに自信のトピック情報を送ることがで

きることである. つまり, 各ノードは, 自身のトピッ

ク情報に加えて, 生存時間分離れたノードのトピッ

ク情報を持つことになる. そのため, 所持している情

報が増えるにつれて擬似的に所持トピック数が増え

ていき, 一度に行われる通信で新たにエッジが追加

される確率を増やすことができる. このことにより,

高い確率でトピック別にクリークを作成することが

できることが予測される.
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